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小中学校で用いるための自作デジタル教材を示した研究として,  Microsoft PowerPoint





深谷和義 ／プレゼンテ ーション用ソフト ウェ アを利用したデジタル教材作 成に関する研究
教材作成を支援する研究としては，大学生対象の授業において,   Visual Basic を用














以下では,   2 章で教材作成に使用するソフトウェアを示す．次に3 章では，本研
究で扱う自作デジタル教材を紹介し，4 章で考察を示す．最後に5 章で本研究の結














れているとは限らない.   PowerPoint がインストールされていないパソコンでは，デ
ジタル教材作成はできないが，次のようにすることで作成されたデジタル教材の提示
が無料で可能になる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　　　　丿





や “JPEG フ ァ イ ル 交 換 形 式 ”で 保 存 し てお く ．　 ．・ ．・・ ・・．　　　　　　　 ．・・．・
従 っ て,   PowerPoint  ヤ 作 成 七 た デ ジ タ ル 教 材 は ， 学 校 にお け る パ ソ コユン環 境 にお
い て,ニ非 常 に使 い や ず い と 言 え るづ./　　　 ‥‥‥　　　　　　　 ‥　 ‥ ‥‥‥‥‥j
卜 臨社タル畔




本 研 究 に お い て 扱 う デ ジ タ ル 教 材 は, 筆 者 が 行 っ た 大 学 で の 授 業 ‘yケ ÷ ス メ ソ ッ ド
・r　　　　 ■ゝ　　■　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　s
に お い て
，
受 講 し た 学 生 （ 以 下
，
受 講 者 ） がPowerPoint 2007/ ま た は √・ PowerPoint
for Mac 2008 で 作 成 し た も め で あ る ／ 該 当 授 業 の 受 講 者 は
，
小 学 校 教 員 養 成 を 主 と
す る 教 育 学 部3 年 生 で あ る
．
こ の 授 業 は 後 期 に 開 講 し て い る た め,
万…
…|大 半 の 受 講 者 が
9 月 末 か ら10 月 ま で の 間 に 教 育 実 習 を 経 験 し た 直 後 に 実 施 し て い る.
つ
受 講 者 数 は
，
2009 年 度11 名 ／2010 年 度1:7 名 め 計28 名 で あ っ た
．








各 受 講 者 が 原 則 ど し て3 個 の デ ジ タ ル 教 材 を 作 成 し て
，
最 終 的 に 計82 個 の デ ジ タ
ル 教 材 が 作 ら れ た
．
こ れ ら の デ ジ タ ル 教 材 は ケロ 固 を 除 い て 小 学 校 向 け の も め で あ っ た. ，
3.2　 デ ジ タ ル 教 材 作 成 の 授 業 展 開 ／　…… …… … ：　　　　　 ト
受 講 者 が デ ジ タ ル 教 材 を 作 成 す る に あ た って よ 該 当 授 業 を以 下 の 手 順 で 進 め た ． な
お ，PowerPoint を 初 め て使 う 受 講 者 は い な か っ た. 十 ＼　　‥‥‥　　‥‥ ‥　 ‥　　　‥
1 ） 複 数 の デ ジ タ ル 教 材 例 を 見 せ ／ 使 わ れ て い る 機 能 （文 字 ， イ ラ ス ト に 写真 ， ビ デ
オ 等 の 挿 入 ， ア ニ メ ← シ ョ ンレ リ ン ク 設 定 な ど ） を1 回 の 授 業 時 間 内 で 簡 単 に
説 明 す る ．　　　　　　 犬　　.に　　　　　　　　　 ＼　　　づ 　　I　・　　　　：
2 ） 受 講 者 は ， 大 学 で の 各 教 科 の 指 導 法 の授 業 や 教 育 実 習 で の 経 験 を参 考 に デ ジ ダ
リレ教 材 に ふ さ わ し い と 考 え た 内 容 をPowerPoint で 作 成 す る. ‥作 成 時 間 は 授 業1
回 分 と し ， 時 間 が 不 足 し た 場 合 に は受 講 者 が 自 主 学 習 で 作 成 す る．　　 回
3 ） 受 講 者 は． 作 成 し た 作 品 を他 の受 講 者 に 発 表 し ， 相 互 に 評 価 や 意 見 交 換 を す る ．
そ の 中 で ， 各 自 が 興 味 を持 う たPowerPoint の 機 能 に つ い て 互 い に理 解ノを 深 め て
い く ．　　 ．　 ニ　　..・.・・.・　　　　　　　　　　. ・・・　　..・.・.・..・ こ‥‥‥‥
4 ） 次 の デ ジ タ ル 教 材 費 作 る 場 合 は ，2 ） に 戻 る∧　　
‥　　　　　　　 ＼　
尚丿
3.3　 作 成 デ ジ タ ル 教 材　　　　　　 ：　　　　　 ．ふ　　・♂　　l　　　　　S・ ．<．　　　’．’　　　：
28 名 の 受 講 者 が 作 成 し た す べ て の デ ジ タ ル 教 材 の タ イ ト ル を 表1 に 示 す レ タ イ ド
ル は 各 受 講 者 が 決 め た も の を 原 則 と し て そ の ま ま 記 載 し て い る ／ タ イ ト ル 欄 の 右 端 に
.　　　ゝ　　－　　7.　　11　　1　　1.－ ■　　●あ る 数 値 は, 同 じ タ イ ト ル の 教 材 数 で あ る ． た だ し,1 個 の 場 合 は 数 値 を 省 略 し て い る ．
各 受 講 者 が 自 由 な 分 野 で デ ジ タ ル 教 材 を 作 成 し た た め:レ11 教 科 に 分 類 さ れ る 幅 広 い
教 材 が で き た ．　　　 丿　　 ‥‥ ‥ ‥‥ ‥
‥　　 ‥　‥‥　‥‥
‥ ‥





教科 タイトル 教科 タイトル






































コ作成されたデジタル教材の中から，教材例を図1,  2 に示す．図1 は生活科の教材
例「ラディッシュを育てよう」，図2 は家庭科の教材例「布の縫い方」である．
ト サ考察
図1 ：生 活科 のデ ジ タル教 材例
図2 ：家庭科のデジタル教材例
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作成された82 個のデジタル教材で使われている機能を調べ，デジタル教材作成に
必要なPowerPoint の機能の特徴を検討する/




















文字入力 100.0 9 29 25 128
イラストを挿入 92.7 13 3 4 22
表を挿入 6.1 0 18 6 84
グラフを挿入 6.1 8 5 9 48
図形を挿入 ・　95.1 7 16 36 131
写真を挿入 48.8 2 3 5 32
音声を挿入 4.9 0 0 0 6
ビデオを挿入 2.4 0 0 0 1
ア ニ メ ー
シ ヨ ン
開始 87.7 6 8 8 31
強調 48.8 0 0 2 1
終了 427 0 0 1 1
軌跡 28.0 0 0 2 2
リ ン ク スライド 50.0 0 0 0 5
Web 13.4 0 0 0 1
総ページ数（上記以外を含む） 187 195 188 890




使用されているプレゼンテーション用PowerPoint のものである.   3 冊取り上げ，そ
れぞれ，テキストA ［17], テキストB ［18], テキストC ［19］と表記している.・ ま






































国語 7 100.0 143
社会 18 61.1 88.9
算数 21 76.2 19.0
理科 11 63.6 72.7
生活 3 66.7 100.0
音楽 5 80.0 60.0
家庭 8 87.5 75.0















決策が議論された．具体的に議論された内容をQ ＆A 形式で表4 に示す．
表4: 作品 発表 の際 の 意見交 換

























































示す．ここでも,   PowerPoint を使ってデジタル教材を作成するのに必要な機能や適
した内容だと受講者が感じたものが示されている．

















深谷和 義／プレゼ ンテーション用ソ フト ウェアを利用した デジタル教材作成 に関する研究
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